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わたしが敬愛する小林美和子先生，西原崇創先生が，
この度本書を上梓された．西原先生は循環器科医では
あるが，聖路加国際病院でのレジデントの頃，古川恵
一先生のご監修の下，「そこが知りたい！　感染症一刀
両断！」を執筆しておられる．感染症医ではない若手
医師がここまでの内容を書かれたことに驚いた覚えが
あるが，その後知己を得させていただき，西原先生の
温厚かつスマートなお姿に触れ，あれだけの内容を書
かれたことも納得できた．小林先生は学生時代から優
秀な方で，聖路加国際病院でチーフレジデントを終え
られた後，渡米され，現在国際機関でご活躍中である．
渡米後も時々メールのやりとりをさせていただいてい
る，日本の感染症医のホープのお一人である．
本書の構成を見て，小林先生らしさを感じた．トラ

ベルメディスンや妊婦・授乳婦での抗菌薬投与での注
意点，抗菌薬併用療法の意義，抗菌薬アレルギー，な
どに関しても丁寧に記載しておられる．例を多く用い
られているのは教育者として，随所に公衆衛生学的視
点を散りばめておられるのは国際機関に勤務しておら

れるグローバルな感染症医として，そしてエビデンス
を丁寧に追いながらそれをわかりやすい的確な表現に
言い換えておられるのは優秀な医師として，の小林先
生の姿が現われているように感じた．そしてそれを編
著しておられる西原先生のバランス感覚にも改めて敬
服した．古川先生も目を細めて喜んでおられることと
思う．
最近は日本でも感染症の良書がどんどん出版される
ようになったが，日米，そして世界のトップクラスの
感染症臨床を経験された人物が著された本はほとんど
ない．その意味でも本書は貴重な一冊であることに間
違いはない．具体的な内容に関しては，世界と日本で
は異なる点もあるだろうし，どこの国でも病院ごとの
ローカルルールも存在する．したがって読者は，本書
を優れたテキストとして参考とすることはあっても，
最終的にはご自身で臨床判断されることが必要である
ことも付け加えたい．
良書であり，多くの若手医師が読まれることを望ん
でいる．
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